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岩倉市民憲章�

・個人住民税の減免制度・・・・・・・・・８
・認知症講演会「認知症家族の現状と
 地域での見守りについて」・・・・・・・８
・尾張北部聖苑で「家族葬用式場」が
 利用可能になります・・・・・・・・・・・・８
・総務省からのお知らせ　地デジ
 チューナー支援の申し込みはお済み
 ですか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８
・新しい民生委員児童委員をご紹介し
 ます・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９
・クリーンチェックいわくら２０１０ご協力
 ありがとうございました・・・・・・・・１０
・第１５回いわくら五条川マラソン参加
 者申込開始・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１
・２０１１年岩倉市まちづくりカレンダー
 （四季彩）は引換所でお受け取りくだ
 さい!・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

広報いわくら　2010年12月1日号　No.953

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。�

私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、�

調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。�

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和 （家族仲間の和を願って）�

育てよう　心　からだ　みんなの健康 （市民一人一人の幸せを願って）�

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし （生活の質の向上を願って）

守ろう　自然　環境　みんなの地球 （かけがえのない地球の存続を願って）

（豊かな社会の実現を願って）

▲１１月２日、中部保育園の園児
が自分たちの育てた芋で焼き芋
大会を行いました。
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叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者
の皆さんを紹介します

４
岩倉市の人事行政の運営等
の状況

８市政の窓

表紙の写真
「岩倉駅東の
イルミネーション」

暮らしのガイド １４
催し １４

募集 １６

健康 １７

相談・その他 １８

市の花／つつじ�

フォトニュース ２５

ポルトガル語情報コーナー２３

市民文化祭・市民音楽祭、第９回車い
すテニス大会岩倉大会、親子魚つり
教室２０１０

健康講座 １２
コレステロールのお話

消費者トラブルに巻き込ま
れないために １３
クレジットカードのショッピング枠を
現金化

エコにお掃除

ちょこっとeco ２４

認知症について正しく知ろう ２４

叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者
の皆さんを紹介します
叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者
の皆さんを紹介します

　イルミネーションは、皆さ
んからの協賛金を基にし
て、実行委員会が駅の
東西広場に飾りつけまし
た。来年1月末まで午後5
時～11時の間点灯して
います。12月25日（土）は
イベントも行います。15頁
をご覧ください。�
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叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者
の皆さんを紹介します
叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者
の皆さんを紹介します
叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者
の皆さんを紹介します

受章のご栄誉を心からお祝いし、ご紹介します（順不同・敬称略）。�
●問合先　秘書課秘書人事グループ（　38-5801）まで。�

岩倉市表彰
　岩倉市では、毎年12月1日の市制記念日に、本市の発展に貢献された皆さんを表彰しています。今年の

受賞者は次の皆さんです（順不同・敬称略）。�

●一般表彰
★地方自治の進展に貢献　浅田 良嗣（川井町）�

★教育、体育、学術その他文化の振興に貢献　今井 秀明（中野町）、小川 博敬（西市町）、丹羽 　子（神野町）�

★民生の安定に貢献　石黒 忠之（東新町）�

★保健衛生の向上に貢献　相原 陽子（東新町）、佐竹 あきみ（東新町）、伊藤 義巳（名古屋市）�

★火災その他災害の防護に貢献　河村 嘉久（曽野町）、小島 和仁（本町）、後藤 康司（旭町）、櫻井 

伸賢（大山寺町）、丹羽 基治（中本町）�

●ダイヤモンド婚表彰
★婚姻後60年を迎えられた人　浅野 哲哉・利子（中本町）、赤堀 昌・かね子（野寄町）、井上 進・都

（八剱町）、杁本 松行・八重子（本町）、大井 重雄・ミサ子（東新町）、奥田 成郎・と志ゑ（下本町）、北原 

喜久志・美智子（新柳町）、杉田 鍾三・美代子（大市場町）、関戸 章・千里（本町）、関戸 貞雄・和子（本

町）、原 藤一・美江（下本町）、水谷 和夫・恭子（東町）、村　 種男・房子（泉町）、森 昇・春江（八剱町）�

あさだ　りょうじ

いしぐろ　やすあき

しおたに　のぶはる や だ 　おさむ すずき　きいち

て ら だ 　か ず み た な か 　けん

いまい　ひであき

いしぐろ　ただゆき

あいはら　ようこ

かわむら　 よしひさ

あ さ の 　 て つ や 　とし こ

いりもと　 まつゆき　　やえこ

き く し 　 　 み ち こ すぎた　 しょうぞう 　みよこ

はら ふじかず　　みえ みずたに　かずお 　きょうこ む ら せ 　た ね お　 ふ さ こ もり　のぼる　はるえ

せきど　 あきら　ちさと せ き ど 　 さ だ お 　か ず こ

お お い 　 し げ お 　 み さ こ お く だ 　 し げ お 　 とし え きたはら

あかほり　あきら 　 こ いのうえ　すすむ　みやこ

のぶたか に　わ　もとはる

こ じ ま 　 かずひと ご とう 　 や す じ さくらい

さ た け いとう　よしみ

おがわ　ひろたか に　わ　 れいこ

旭日中綬章（春の叙勲）
★地方自治功労

石黒 靖明�
（東町）�

瑞宝小綬章（春の叙勲）
★教育功労

瑞宝双光章（高齢者叙勲）
★郵政事業功労

寺田 一三�
（八剱町）�

瑞宝双光章（危険業務従事者叙勲）
★警察功労

矢田 修�
（八剱町）�

瑞宝双光章（高齢者叙勲）
★教育功労

田中 健�
（八剱町）�

旭日小綬章（秋の叙勲）
★地方自治功労

鈴木 喜一�
（大地新町）�

塩谷 伸�
（石仏町）�
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岩倉市の人事行政の運営等の状況岩倉市の人事行政の運営等の状況岩倉市の人事行政の運営等の状況
　岩倉市の人事行政の運営における公正性、透明性を高めることを目的として、「岩倉市人事行政の運営等
の状況の公表に関する条例」に基づき、平成２１年度の職員の任用、給与、勤務時間その他の勤務条件など人
事行政の運営の状況についてお知らせします。�
　なお、詳細な資料については、市役所１階情報サロン、または市のホームページ（アドレス裏表紙参照）でご覧
ください。�
●問合先　秘書課秘書人事グループ（　３８－５８０１）まで。�

１ 職員の任免および職員数に関する状況
(１) 職員の採用の状況 （平成２１年４月２日～平成２２年４月１日採用）

（平成２１年度実績）

（平成２２年４月１日）

（各年４月１日現在 単位：人）

（各年４月１日現在）

（各年４月１日現在）

※教育長を含み、小牧岩倉衛生組合派遣職員を除いています。

(２) 職員の退職の状況

(３) 職員の昇任及び降任の状況

(４) 職員数の状況

(５) 再任用職員の状況

(６) 職員定員適正化計画

事務職� 保育職� 消防職� 合計�

１４人� ８人� ９人� ３１人�

定年退職�

昇　　　　　任�
降　任�

部長級�

区分�

区分�

部　門� 平成１７年� 平成１８年� 平成１９年� 平成２０年� 平成２１年� 平成２２年�

短時間勤務職員�

平成２１年�

７人�

平成２２年�

１１人�

事務職�保育士�児童厚生員�保健師�看護師�作業療法士�歯科衛生士�栄養士�消防士�技能労務職�合　計�

課長級� 主幹級� 係長級� 主任級�

２人� １１人� １１人� ６人� ０人�

勧奨退職� 普通退職� その他�
（死亡･免職等）� 合計�

１２人�

２人�

７人� ７人� １人� ２７人�

平成２１年�

平成２２年�

増減�

一般行政�

特別行政�

公営企業等会計�

合　計�

１９３�

１９５�

+２�

２９３人�

８４人�

２９人�

４０６人�

２８２人�

８４人�

２８人�

３９４人�

２６９人�

８５人�

２８人�

３８２人�

２６８人�

８２人�

２８人�

３７８人�

２６８人�

７８人�

２８人�

３７４人�

２６３人�

７８人�

２８人�

３６９人�

６３�

６５�

+２�

１１�

１１�

０�

１３�

１３�

　０�

４�

４�

０�

１�

１�

０�

１�

１�

０�

１�

１�

０�

４６�

４７�

+１�

３２�

３１�

△１�

３６５�

３６９�

+４�
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岩倉市の人事行政の運営等の状況岩倉市の人事行政の運営等の状況

※（　）内は再任用職員数

２ 職員の給与の状況
(１) 人件費の状況（平成２１年度普通会計決算）
住民基本台帳人口�
（平成22年3月31日現在）�

46,111人� 13,859,714千円� 469,669千円� 2,906,749千円� 21.0％� 22.4％�

20年度の�
人件費率�

歳出額�
(A)

人件費�
(B)

実質収支�

職員数(A)
給料�

区分�

区分�

一般行政職�

平均給料月額�

期末勤勉手当�
計�

期末手当� 勤勉手当�

６月期�

１２月期�

退職手当�

国の制度（支給率）�

４７．７％� １８，６０１円�

扶養手当�

住居手当�

通勤手当�

管理職手当�

地域手当�
(平成２１年度)

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有�
※（　）内は再任用職員に係る支給割合です。�

１人当たり平均支給額（平成２１年度実績）�

普通退職　　　　　　　 １４，９１０千円�

勧奨・定年退職　　　　　　　　２５，６８０千円�

職員全体に占める�
手当支給職員の割合�

扶養親族１人につき１３，０００円～６，５００円�
満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末までの子１人につき５，０００円を加算�

　交通機関利用者　運賃等の額に応じ、最高５５，０００円�
　交通用具利用者　通勤距離に応じ、２，０００円～２４，５００円�
　交通機関と交通用具の利用者　　と　の合計額、最高５５，０００円�

借間・借家　１２，０００円を超える家賃の額に応じ、最高２７，０００円�

部長職:７０，８００円　課長職:５４，０００円　主幹職:３９，７００円�

支給職員1人当たり�
平均支給年額�

特殊勤務手当�
(平成２１年度)

時間外勤務手当�
(平成２１年度)

平均給与月額� 平均年齢�

技能労務職�

岩倉市�

国�

職員手当� 期末勤勉手当� 計(B)

344人（7）� 1,214,785千円� 280,722千円� 485,105千円� 1,980,612千円� 5,758千円�

給与費� 1人当たり給与費�
(B/A)

人件費率(B/A)

(２) 職員給与費の状況（平成２１年度普通会計決算）

※１「平均給料月額」とは、４月１日における職種ごとの職員の基本給の平均です。
※２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計
　　したものです。

(３) 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成２１年４月１日現在）

(４) 職員手当の状況（平成２２年４月１日現在）

327,278円�

325,521円�

426,025円�

－�

42.8歳�

41.5歳�

平均給料月額� 平均給与月額� 平均年齢�

273,840円�

285,548円�

318,816円�

－�

41.5歳�

49.2歳�

１．２５月分(０．７０月分)�

１．５０月分(０．８０月分)�

２．７５月分(１．５０月分)

０．７０月分(０．３０月分)�

０．７０月分(０．４０月分)�

１．４0月分(０．７０月分)

支給率�

８％�

支給対象職員数�

３６３人�

支給総額�

４９，３０６，３６１円�

職員1人当たり支給年額�

２０１，２５０円�

支給対象職員１人当たり平均支給年額�

２９３,７１４円�

３％�

1

1

2

23



●
市
政
の
窓
●

6平成22年12月1日

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

５ 職員の服務の状況

(５) 特別職の報酬等の状況（平成２１年４月１日現在）

※消防署等出先機関では、交替制勤務など変則勤務職場もありますが、週３８時間４５分を原則として勤務の割り振りをしています。

※（　）内は、平成２１年度に新たに育児休業等を取得した職員数

区分�

１日当たりの勤務時間�

区分�

分限処分� 懲戒処分�

取得者数� ９人（６人）� ２人（２人）�

育児休業� 部分休業�

月～金曜日 午前８時３０分から午後５時１５分まで�
休憩時間：１時間�

年次有給休暇の１人当たり平均取得日数�
（平成２１年１月１日～平成２１年１２月３１日）�

１週間当たりの勤務時間�

３８時間４５分�

８日７時間�

給料月額等� 期末手当（平成２１年度）�

(１) 勤務時間

４ 職員の分限および懲戒処分の状況

(３) 育児休業などの取得状況

(２) 休暇制度
職員の休暇は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇および介護休暇があります。�

　職員は、地方公務員法により信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務専念義務、政治的行為の制限、�
争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限などの義務規定、禁止規定が定められています。�

市　長�

副市長�

議　長�

副議長�

議　員�

９８９，０００円�

８１６，０００円�

５１２，０００円�

４６２，０００円�

４３１，０００円�

６月期 １．４５月分�

１２月期 １．６５月分�

計 ３．１０月分�

加算措置　有　�

免職�

－�

職務専念義務免除承認件数�

営利企業等従事許可件数�

２１６件�

９３件�

休職�

４人�

降任�

－�

降給�

－�

免職�

－�

停職�

－�

減給�

－�

戒告�

－�
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区　分� 主な研修内容� 人数�

７１３人�

１４２人�

８５５人�

自主研修�

派遣研修�

合　　計�

概　　要�

区　　分�

共済組合負担金�

区　　分� 件　数�

３３４，５１９，６９４円（1人当たり９２１，５４２円）�

受診者数�

評定の時期� 対象者数�

新規採用職員研修、クレーム対応力向上研修、法制執務研修、�
リスクマネジメント研修、コーチング研修、メンタルヘルス研修、公務員倫理研修、�
災害危機管理研修など�

（財）愛知県市町村振興協会研修センター、尾張五市二町研修協議会、�
自治大学校、市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所など�

６ 職員の研修および勤務成績の評定の状況
(１) 職員の研修の状況

７ 職員の福祉および利益の保護の状況

８ 公平委員会の業務の状況

(１) 職員の健康管理事業の状況

　愛知県市町村職員共済組合に加入しています。共済組合では、短期給付事業（医療関係等）、�
長期給付事業（年金関係等）、福祉事業（健康保持増進事業等）を行っています。�

(２) 勤務成績の評定の概要

(２) 共済制度

　会員（職員）相互の共済および福祉の増進のために、職員互助会を設置しています。�
(３) 職員互助会

(４) 職員の災害補償

部長（一部、課長を含む）以上による勤務成績評定と自己評定とし、ＡからＥまでの
５段階で評価します。勤勉手当の成績率は、部課長職は１００分の１８０以下、主幹
職は１００分の１４０以下の範囲内としています。�

６月１日�
１２月１日�

６月期 ６３人�
１２月期 ７５人�

定期健康診断�

人間ドック�

産業医による健康相談�

勤務条件に関する措置の要求�

不利益処分に関する不服申立て�

苦情処理�

０件�

０件�

０件�

互助会負担金�

負担割合�

公務災害（傷病）認定件数�

地方公務員災害補償基金負担金�

５件�

２，７３０，０６８円�

２，７０５，２７１円（会員数３６８人）�

会員掛金：市負担金＝１：１�

１３９人�

２１６人�

１４人�

●愛北広域事務組合・小牧岩倉衛生組合の人事行政の運営等の状況の公表は、各組合のホームページおよび岩倉市役
　所前の掲示場で公表していますので、ご覧ください。�
ホームページアドレス
　　　愛北広域事務組合　http://www.aihoku-kouiki.jp/data.php�
　　　小牧岩倉衛生組合　http://www.city.komaki.aichi.jp/knkycenter/jinji.html
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●
市
政
の
窓
●

������　
平
成
２３
年
４
月
１
日
か
ら
個
人
住
民
税

の
減
免
対
象
の
条
件
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

岩
倉
市
税
の
減
免
に
関
す
る
規
則
が
死
亡

減
免
に
つ
い
て
は
死
亡
人
だ
け
で
な
く
相
続

人
に
も
一
定
条
件
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、所
得
減
少
に
よ
る
減
免
に
つ
い
て

も
一
定
条
件
が
加
わ
り
ま
す
。
�

●
賦
課
期
日
後
に
死
亡
し
た
場
合
の
減
免
�

・
改
正
前
…
死
亡
し
た
人
の
前
年
中
の
総
所

得
金
額
が
２
０
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
対
象
。
�

・
改
正
後
…
改
正
前
の
条
件
に
相
続
人
の
当

該
年
中
の
合
計
所
得
金
額
の
見
込
み
が
２
０
０

万
円
以
下
と
い
う
条
件
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
�

●
所
得
の
減
少
に
よ
る
場
合
の
減
免

・
改
正
前
…
前
年
中
の
総
所
得
金
額
が
、

２
０
０
万
円
以
下
で
当
該
年
中
の
総
所
得

金
額
の
見
込
額
が
前
年
中
の
総
所
得
金
額

に
比
し
、２
分
の
１
以
下
に
減
少
す
る
場
合

が
対
象
。
�

・
改
正
後
…
改
正
前
の
条
件
に
定
年
ま
た

は
自
己
都
合
に
よ
る
退
職
を
除
き
、生
計
を

同
じ
く
す
る
人
を
含
め
た
当
該
年
中
の
合

計
所
得
金
額
の
見
込
額
の
合
計
が
２
分
の
１

以
下
に
減
少
す
る
と
い
う
条
件
が
追
加
さ
れ

ま
す
。
�

　
こ
れ
ら
の
内
容
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

と
き
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ（
　
３

８
‐５
８
０
６
）ま
で
。
�

������　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業
の
一
環
と

し
て
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
�

　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
愛
知
県
支
部

代
表
の
尾
之
内
直
美
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
、実
際
に
認
知
症
家
族
を
家
庭
で
見
守

る
う
え
で
の
現
状
と
上
手
な
接
し
方
、住
み

慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
環
境
面
の
整
備
な
ど
地
域
の
役
割
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
�

●
と
き
　
12
月
９
日
（木）
午
後
２
時
〜
４
時
�

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室
�

●
テ
ー
マ
　
認
知
症
家
族
の
現
状
と
地
域

で
の
見
守
り
に
つ
い
て
�

●
講
師
　
尾
之
内
直
美
さ
ん（
公
益
社
団
法

人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
　
愛
知
県
支

部
代
表
）�

●
費
用
　
無
料
�

●
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ（
　

３
８
‐５
８
０
９
）ま
で
。
�

������　
尾
張
北
部
聖
苑
の
斎
場
を
家
族
葬
が
で

き
る
よ
う
に
一
部
を
改
装
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
�

●
利
用
人
数
　
１５
人
く
ら
い
ま
で
の
葬
儀
�

●
面
積
　
２８
平
方
メ
ー
ト
ル
�

●
使
用
料
　
１
時
間
当
た
り
６
０
０
円（
管

内
住
民
・
仏
式
祭
壇
付
）�

●
使
用
開
始
日
　
平
成
２３
年
１
月
２
日
（日）
�

●
問
合
先
　
尾
張
北
部
聖
苑（
　
０
５
６
８

‐６
２
�

‐４
１
４
�

４
）ま
で
。
�

����������　
総
務
省
で
は
、経
済
的
な
理
由
な
ど
で
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
移
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
対
す
る

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
平
成
22
年
度
は
12
月
28
日
（火）
ま
で
受
け

付
け
し
ま
す
。
�

●
支
援
対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

日
本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）の
受
信
料
の
全
額

個
人
住
民
税
の
減
免
制
度
�

認
知
症
講
演
会
�

「
認
知
症
家
族
の
現
状

と
地
域
で
の
見
守
り
に

つ
い
て
」�

尾
張
北
部
聖
苑
で
「
家

族
葬
用
式
場
」
が
利
用

可
能
に
な
り
ま
す
�

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
の
申
し
込
み
は
お
済

み
で
す
か
？
�

お

の

う

ち

　

な

お

み
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　任期満了に伴い、民生委員児童委員の全国一斉改選が行われました。岩倉市の新しい委員は、次のとおりです。�
●問合先　介護福祉課（　３８－５８０９）まで。�

●
市
政
の
窓
●

免
除
を
受
け
て
い
る
世
帯
�

　
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
公
的
扶
助
受
給

世
帯
�

　
障
害
者
の
い
る
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
�

　
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者
�

※
す
で
に
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
さ

れ
て
い
る
世
帯
の
人
は
支
援
の
対
象
外
で
す
。
�

●
支
援
内
容
　
現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
に
取
り
付
け
る
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
」

の
無
償
給
付
を
行
い
ま
す
。ア
ン
テ
ナ
改
修

等
が
必
要
な
場
合
に
は
そ
の
支
援
も
行
い
ま

す
。
�

※
支
援
の
申
し
込
み
に
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信

契
約
を
結
び
、全
額
免
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
�

※
支
援
は
現
物
給
付
で
す
の
で
、ご
自
身
で

購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、ア
ン
テ
ナ
改
修
等

の
費
用
を
清
算
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
�

●
申
込
書
　
市
役
所
１
階
介
護
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。
�

●
必
要
書
類
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
受
信
料
全
額
免

除
証
明
書
」
�

●
問
合
先
　
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー（
　
０
５
７
０
‐０
３
‐３
８

４
０
）ま
で
。
�

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）�

※
す
で
に
申
し
込
み
を
済
ま
せ
た
人
は
、新

た
な
手
続
き
は
不
要
で
す
。
�

�

123

新しい民生委員児童委員をご紹介します

No.�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16�

17�

18�

19�

20�

21�

22�

23�

24

No.�

25�

26�

27�

28�

29�

30�

31�

32�

33�

34�

35�

36�

37�

38�

39�

40�

41�

42�

43�

44�

45�

46�

47�

48

No.�

49�

50�

51�

52�

53�

54�

55�

56�

57�

58�

59�

60�

61�

62�

63�

64�

65�

66�

67�

68�

69�

70�

71�

72

大市場町�

大市場町�

下本町�

下本町�

下本町�

下本町�

下本町�

下本町�

下本町�

中本町�

中本町�

中本町�

中本町�

東町�

東町�

東町�

中野町�

本町（上市場）�

本町（上市場）�

本町（北口）�

本町（北口）�

本町（門前）�

本町（門前）�

西市町�

西市町�

西市町�

西市町�

新柳町�

新柳町１区�

新柳町１区�

鈴井町�

鈴井町�

泉町�

八剱町�

八剱町�

八剱町�

八剱町�

井上町�

神野町�

神野町�

石仏町�

石仏町�

北島町�

野寄町�

大地町�

大地町�

大地町�

大地町�

大地町�

中央町�

川井町�

大山寺町�

大山寺町�

稲荷町�

稲荷町�

稲荷町�

曽野町�

曽野町�

曽野町�

五条町�

南新町�

南新町�

東新町�

東新町�

東新町�

東新町�

東新町�

東新町�

東新町�

主任児童委員�

主任児童委員�

主任児童委員�

大島 清一�

丹羽 忠子�

小川 洋子�

粥川 喜美代�

樋口 慶子�

福冨 富貴子�

夫馬 牧子�

水野 美枝子�

森川 敬子�

青木 房江�

浅田 ��

小島 紀子�

関戸 祐一�

石黒 幸康�

高見 郁子�

横地 喜子�

船橋 田美子�

寺澤 陽子�

樋口 雅三�

江原 みちる�

大内田 傑�

大野 加奈江�

山中 里美�

居初 富子�

小笠原 淳子�

小川 吉夫�

丹羽 　裕�

夏目 典子�

丹羽 百合子�

村上 千恵子�

岩屋 美知子�

宮田 ヒトミ�

三宅 和子�

井上 溶子�

大嶋 愛子�

小島 忠勝�

鈴木 里美�

倉知 和子�

鈴木 慶子�

福岡 澄江�

中山 文子�

堀尾 博子�

宮田 智子�

鬼頭 　義�

出野 純代�

海道 賢一�

河村 妙子�

山内 暁子�

町　　名� 委　員　名� 町　　名� 委　員　名� 町　　名� 委　員　名�

（任期　平成22年12月1日～平成25年11月30日）�

渡辺 佐喜男�

馬場 貴子�

平松 忠夫�

山田 育代�

横井 晴美�

片岡 弘子�

藤井 榮子�

横井 武彦�

加藤 三枝子�

河村 おわ子�

長江 佳子�

栗　 勇吉�

上山 シゲ子�

山田 成史�

石黒 忠之�

江川 喜久江�

加賀 かほる�

児玉 　都�

得能 雪江�

長谷川 眞澄�

藤田 洋子�

尾関 峰子�

桑原 映子�

柴田 京子�
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大市場町区（区議員・環境委員・子ども会育成会・老人クラブ・婦人防火クラブ・保健推進委員）、下本町区（区役員・ゆうわ会・
町内会長・班長・下本町子ども会・西沼子ども会・にじいろ子ども会）、中本町区、東町区（みどりの風）、井上町区（区役員・班
長・ゆうわ会役員）、八剱町区（各組組長・各組環境係・町内各ゆうわ会・町内各子ども会・区役員・環境委員・その他協力者)、
神野町区（区役員・子ども会・老人クラブ・保健推進委員・民生委員）、中野町区（区役員・環境委員・保健推進委員・氏子総代・
ゆうわ会・子ども会）、泉町町内会（町内会・ゆうわ会・子ども会）、石仏町住民ボランティア、本町北口区と各団体（区三役・町
内議員・班長・保健推進委員・北口自警団・ゆうわ会）、本町門前区（ゆうわ会・子ども会）、本町上市場防災会（上市場区）、鈴
井町区（班長会・ゆうわ会・子ども会）、西市町区（昭和会・ゆうわ会・婦人会）、新柳町区（新柳会・ゆうわ会・子ども会・婦人会・
区民一同）、新柳町一区（ヒューマンアイランド岩倉自治会役員・コープ野村岩倉自治会役員）、中央町区（子ども会・新ゆう
わ会・保健推進委員・民生委員・児童委員・小中PTA・区民）、大地町区（区内在住者・各班長・ブロック会長・区役員・民生児童
員・保健推進委員・ゆうわ会・子ども会役員)、稲荷防犯パトロール隊（子ども会・ゆうわ会）、曽野町区（曽野区・ゆうわ会・子
ども会・環境委員・婦人防火クラブ・農事組合）、五条町自治会、大山寺町区（役員・区民・環境委員・PTA・民生委員・子ども会・
保健推進委員・各班長）、南新町区（町内役員全員）、北島町区（役員・親和会・子ども会）、川井町クリーンチェック団（老人会
役員・保健推進委員・民生委員・公害防止委員・氏子総代・環境委員・子ども会役員・小中学校地区委員）、野寄町区、岩倉団地
自治会（東小児童・先生・保護者・ゆうわ会・自治会・住民・水辺を守る会・南部中学ボランティア)、岩倉市ボランティア活動セ
ンター運営協議会（岩倉市子ども会連絡協議会・岩倉市国際交流協会・イキイキライフの会・日本ボーイスカウト岩倉第1団・
岩倉ユニセフチャリティの会・岩倉ボランティアサークル・手話サークルこいのぼり夜の部・いわくら塾・岩倉猫の会・NP会・
ハンズinハンズ “08”・いわくら市民ミュージカル実行委員会・岩倉鳴子踊りの会「五条川桜」）、岩倉市体育協会・体育協会
加盟20団体、岩倉市図書館、岩倉市更生保護女性会、岩倉ライオンズクラブ、(株)丹羽工務店、いちい信用金庫愛北営業部・
岩倉支店、岩倉ニューモラル友の会、愛知北農業協同組合岩倉支店・岩倉西支店、藤徳紙器(株)、中部電力(株)岩倉電力セン
ター、岩倉北小学校、岩倉南小学校、岩倉東小学校、五条川小学校、曽野小学校、岩倉中学校、南部中学校、中部保育園、東部
保育園、南部保育園、西部保育園、北部保育園、仙奈保育園・保護者、第一児童館、第二児童館・ひなげし母親クラブ、第三児
童館、第四児童館、第五児童館・児童クラブ、第六児童館・学童保育、第七児童館・コスモス母親クラブ、愛知県立岩倉総合高
等学校、曽野第二幼稚園母の会、岩倉建設協力会、岩倉資源組合、岩倉青年会議所、岩倉市商工会、岩倉市婦人会、岩倉市指
定収集袋取扱店組合、岩倉の水辺を守る会・女性部、岩倉のごみを考える会、岩倉ナチュラリストクラブ、ふれあい花の会、３
Ｒいわくら、岩倉ロータリークラブ、岩倉市小中学校PTA連合会、岩倉市シルバー人材センター、岩子連ジュニアリーダー
※実施団体名については、クリーンチェックいわくら2010計画書に基づき掲載していますので、実施団体名に含まれてい
る場合がありますので、ご了承ください。

クリーンチェックいわくら2010
ご協力ありがとうございました
クリーンチェックいわくら2010
ご協力ありがとうございました
クリーンチェックいわくら2010
ご協力ありがとうございました

参加団体参加団体（順不同順不同）※回収協力団体も含※回収協力団体も含む参加団体（順不同）※回収協力団体も含む

●
市
政
の
窓
●

　１０月２３日から１１月７日まで市内全域で行われた
「クリーンチェックいわくら２０１０」に、２２９団体７，６０８
人の皆さんにご協力いただきました。期間中、全地
域から集められたごみは、約５トンにもなりました。�
　皆さんのご協力ありがとうございました。�

キ
　リ
　　ト
　　　リ
　　　　線
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●とき　平成２３年３月６日（日）（雨天決行）�
●ところ　総合体育文化センター（開・閉会式会場）�
●コース　マラソン１０キロコース、マラソン４キロコース、ジョギング２キロコース�
●種目

●参加料�
　マラソン１０キロコース…一般・高校生　１，５００円�
　マラソン４キロコース…一般・高校生　１，５００円、中学生　５００円�
　ジョギング２キロコース…一般・高校生　５００円、小・中学生　２００円�
●申込方法　平成２３年１月１０日（月・祝）までに所定の申込書でお申し込みください�
　（申込書は市内の各施設で配布予定です）。�
●主催　岩倉市、岩倉市教育委員会�
●主管　第１５回いわくら五条川マラソン実行委員会�
●申込・問合先　いわくら五条川マラソン実行委員会事務局�
　（総合体育文化センター内　６６-２２２２）まで。�

マラソン１０キロコース
　　１部　男子４０歳未満（高校生以上）�
　　２部　男子４０歳以上�
　　３部　女子４０歳未満（高校生以上）�
　　４部　女子４０歳以上�

ジョギング２キロコース
　　１１部　一般、高校生�
　　１２部　小・中学生�

マラソン４キロコース
　　５部　男子中学生�
　　６部　男子４０歳未満（高校生以上）�
　　７部　男子４０歳以上�
　　８部　女子中学生�
　　９部　女子４０歳未満（高校生以上）�
　１０部　女子４０歳以上�

�
●問合先　秘書課広報広聴グループ（　３８－５８０２）まで。�

は
でお受け取りください！

第１５回いわくら五条川マラソン参加者申込開始

　従来、市ではまちづくりカレンダーを市内の全世帯に配布していました。しかし、今年度からは市のカレンダーを
必要としない人もおみえになることから全戸配布を取りやめることにしました。使っていただける人には、下記の公
共施設かお店にある引換所で引換券と交換していただきますようお願いします。なお、その際にはこのページ左
下の引換券をお持ちください。１世帯１部でお願いします。�

岩倉市役所情報サロン、総合体育文化センター、�

生涯学習センター、市民プラザ、図書館、�

第一～第七児童館、ピアゴ岩倉店・八剱店、�

生鮮館やまひこ岩倉店、ナフコ不二屋岩倉店、バロー岩倉店、

トップワン岩倉店�
�
※引換所での引換期間は12月中です。�
平成23年1月以降は市役所1階情報サロンでお渡しします。�

クリーンチェックいわくら2010
ご協力ありがとうございました
クリーンチェックいわくら2010
ご協力ありがとうございました

参加団体（順不同）※回収協力団体も含む

●
市
政
の
窓
●

2011年
岩倉市
まちづくり
カレンダー　引換券

キ
　リ
　　　　ト
　　　　　　リ
　　　　線　　　　線
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最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、日
本
脂
質

栄
養
学
界
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
高
い
ほ
ど
長

生
き
し
病
気
に
な
ら
な
い
か
ら
今
日
の
高
脂

血
症
の
治
療
方
針
を
変
更
す
る
よ
う
に
求

め
た
の
に
対
し
、日
本
動
脈
硬
化
学
会
が
そ

れ
は
科
学
的
根
拠
に
乏
し
い
と
批
判
、日
本

医
師
会
も
支
持
す
る
と
い
う
真
っ
向
か
ら
対

立
す
る
記
事
を
読
ん
で
今
話
題
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
そ
も
そ
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
っ
て
何
…
？

　
今
日
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
人
体
に
と
っ
て
悪

者
で
こ
れ
が
蓄
積
す
る
と
動
脈
硬
化
に
な
り

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
原
因
に
な
る
か
ら

低
い
ほ
う
が
い
い
、食
事
療
法
と
運
動
療
法

を
薦
め
ら
れ
下
が
ら
な
い
と
薬
を
処
方
さ
れ

る
の
が
今
日
の
皆
さ
ん
の
現
状
だ
と
思
い
ま

す
。で
も
本
当
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
っ
て
悪
者

な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
実
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
人
体
に
非
常
に
有
益
な
物
質
で
、主
な
働

き
は
簡
単
に
い
う
と
全
身
の
細
胞
膜
の
材
料

や
男
性
ホ
ル
モ
ン
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
材
料
と

な
り
胆
汁
酸
の
材
料
に
な
り
大
部
分
は
肝

臓
で
作
ら
れ
ま
す
。
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
肝
臓
で
作
ら
れ

た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
全
身
に
運
ぶ
の
が
前
者

で
全
身
の
細
胞
で
古
く
な
っ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
回
収
し
肝
臓
に
戻
す
の
が
後
者
で
す
。

だ
か
ら
悪
玉
な
ん
て
い
う
言
葉
は
当
て
は
ま

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
世
の
中
に
は
頭
の
い
い
人

が
い
る
も
ん
だ
と
感
心
す
る
け
ど
あ
な
た
に

は
悪
玉
が
多
い
と
言
わ
れ
れ
ば
だ
れ
で
も
い

い
気
持
ち
は
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
理
想
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
ど
れ
ぐ
ら
い
が
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
今
日
の
医
療
界
が
指
標
に
し
て

い
る
日
本
動
脈
硬
化
学
会
で
は
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
２
２
０
　
以
上
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
１
４
０
　
以
上
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は

４０
　
未
満
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
設
定
さ

れ
て
い
て
、全
国
の
医
師
は
こ
の
基
準
で
治
療

に
当
た
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。で
も
こ
の

基
準
に
は
以
前
か
ら
反
対
意
見
は
多
く
、心

筋
梗
塞
に
な
る
人
が
多
い
欧
米
諸
国
で
も
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
２
４
０
　
以
上
を
高
脂
血

症
と
指
摘
し
て
い
る
の
に
比
し
日
本
人
に
は

厳
し
す
ぎ
る
と
か
、改
訂
さ
れ
た
１
９
９
７

年
以
前
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
基
準
値
は

２
５
０
　
以
上
で
し
た
か
ら
私
な
ん
か
は
改

訂
後
に
い
き
な
り
高
脂
血
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
に
日
本
人
に
は
２
２
０
　
か

ら
２
５
０
　
の
人
が
多
く
、今
で
は
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
よ
り
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、善
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
注
目
し
主
要
冠
危
険
因
子

に
よ
り
６
段
階
に
分
類
し
た
り
、善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
と
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
比
を
基

準
に
す
る
な
ど
見
直
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
々

の
現
場
の
医
師
も
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、私
は
当
然
大
規
模
な
実
験
デ
ー
タ

も
存
在
し
な
い
の
で
今
ま
で
の
経
験
か
ら
判

断
す
る
に
や
は
り
今
の
基
準
は
少
し
厳
し
い

か
な
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
閉
経
後
の
女
性

は
ホ
ル
モ
ン
の
急
激
な
減
少
よ
り
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
上
昇
し
ま
す
が
、そ
れ
は
生
理

的
な
も
の
だ
か
ら
男
性
と
女
性
の
基
準
値
の

違
い
も
あ
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
個
々
の

患
者
さ
ん
に
は
ふ
さ
わ
し
い
個
々
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
値
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
値
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、運
動
療
法
、食

事
療
法
に
専
念
さ
れ
る
の
が
一
番
の
治
療
法

だ
と
思
い
ま
す
。
�
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コ
レ
ス
テ
ロ
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ル
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お
話

岩
倉
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�����　
今
年
６
月
に
完
全
施
行
さ
れ
た
改
正

貸
金
業
法
に
よ
り
住
宅
ロ
ー
ン
、自
動
車

ロ
ー
ン
を
除
く
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
や
消
費

者
金
融
か
ら
の
総
借
入
残
高
は
原
則
年

収
の
３
分
の
１
を
超
え
て
は
い
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
収
入
の
無
い
専
業
主

婦
が
お
金
を
借
り
よ
う
と
す
る
際
に
は

収
入
の
あ
る
配
偶
者
の
同
意
書
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
お
金
が
借
り
に

く
く
な
っ
た
事
態
に
つ
け
こ
ん
だ
ト
ラ
ブ
ル

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
ロ
ー
ン
」や
「
融
資
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
を
す
る
と
多

く
の
金
融
業
者
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
中

に
は
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

枠
を
現
金
に
！
」
と
い
っ
た
サ
イ
ト
も
あ
り
、

無
審
査
や
即
日
振
込
と
い
っ
た
甘
い
言
葉

や
、「
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
言
葉
で
消
費
者
に
安
心
感
を
持

た
せ
て
契
約
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠

を
現
金
化
す
る
危
険
性
と
問
題
点

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
契
約
違
反
行
為

で
あ
る

　
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
」
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
契
約
に
違
反
す
る
行
為

で
、ク
レ
ジ
ッ
ト
業
界
で
も
禁
止
し
て
い
ま

す
。
利
用
す
る
こ
と
で
退
会
処
分
に
な
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
現
金
化
が
不
正

な
利
用
法
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
利

用
し
た
場
合
、利
用
し
た
消
費
者
も
詐
欺

罪
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
�

　
利
用
し
た
多
く
の
消
費
者
が
支
払
い

困
難
に
陥
る
�

　
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
」
を
利

用
し
た
消
費
者
の
多
く
が
支
払
い
困
難
な

状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
消
費
者
金
融
か
ら

融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
消
費
者
が
利
用

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、新
た
な
多

重
債
務
者
を
生
む
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
�

　
業
者
は
リ
ス
ク
等
を
一
切
説
明
し
て

い
な
い
�

　
ほ
と
ん
ど
の
業
者
は「
合
法
」や
「
安
全
・

安
心
」
を
強
調
す
る
よ
う
な
表
現
を
多
用

し
、さ
ま
ざ
ま
な
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る

こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
事
例
が
多
数
あ

り
ま
す
。
�

　
ト
ラ
ブ
ル
が
潜
在
化
し
や
す
い

　
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
」
は
　

で
も
述
べ
た
と
お
り
契
約
違
反
行
為
で
あ

る
た
め
、消
費
者
が
法
的
責
任
を
問
わ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
被
害

に
あ
っ
て
も
申
し
出
に
く
く
、ト
ラ
ブ
ル
が

潜
在
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
�

こ
う
い
っ
た
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
�

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
は
絶

対
に
利
用
し
な
い
こ
と
�

　
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
」
を
利

用
す
る
と
、一
時
的
に
は
現
金
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、そ
れ
以
上
の
金

額
の
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な

る
た
め
、大
変
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
っ
た
行

為
で
あ
る
。
現
在
の
債
務
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、そ
の
後
に
多
額
の
債
務
を
背
負
う

こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
�

　
ま
た
、現
金
化
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
契

約
違
反
で
あ
る
た
め
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か

ら
退
会
手
続
き
を
取
ら
れ
た
り
、不
正
な

使
用
法
だ
と
知
り
な
が
ら
利
用
し
た
場
合
、

詐
欺
罪
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化
」
は

絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
契
約
内
容
を
不
審
に
思
っ
た
ら
契
約

を
し
な
い
こ
と

　
実
際
に
あ
っ
た
被
害
で
は
、仕
事
を
探

し
て
い
る
と
き
や
融
資
を
受
け
よ
う
と
し

て
い
る
と
き
等
、自
身
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
を
現
金
化
す
る
意
思

を
持
っ
て
い
な
く
て
も
巻
き
込
ま
れ
る
事

例
も
多
い
。
内
容
を
不
審
に
思
っ
た
ら
す

ぐ
に
家
族
や
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ（
　

０
５
８
６
‐７
１
‐０
９
９
９
）に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
�

���������▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室（
　
３
８
‐５

８
２
２
）�

平成22年12月1日13

2

4

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
を
現
金
化

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

1

1

1
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一人年額　５００円の会費（９月３０日以降の申し込
みは３００円）で交通事故で負傷された方に見舞金が
支給される『交通災害共済』に家族で加入しま
しょう。
　詳しいことや共済見舞金請求手続等については
市役所市民窓口課までおたずねください。
（　０５８７－３８－５８０７）

尾張市町交通災害共済組合

催し

�������

●
地
区
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

　
ト
〜
弦
楽
五
重
奏
〜

�

　
生
涯
学
習
課
で
は
、身
近
な

と
こ
ろ
で
音
楽
を
気
軽
に
聴
い

て
い
た
だ
く
た
め
地
区
サ
ロ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
１２
月
１３
日
（月）
午
後
７

時
〜
８
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
神
野
会
館

▼
内
容
　
弦
楽
五
重
奏

▼
曲
目
　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な

ん
だ
曲

▼
出
演
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交

響
楽
団
（
バ
イ
オ
リ
ン
／
寺
田

史
人
、吉
岡
秀
和
、ビ
オ
ラ
／
小

中
能
会
真
、チ
ェ
ロ
／
本
橋
裕
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
／
榊
原
利
修
）

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
（
　

３
８
‐５
８
１
９
）

●
み
ど
り
の
家
か
ら
の
お

　
知
ら
せ

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
月
は
、ス
イ
ン
グ
、ボ
サ
ノ

バ
、バ
ラ
ー
ド
な
ど
…
ジ
ャ
ズ
コ

ン
ボ
の
演
奏
で
す
。

▼
と
き
　
１２
月
１９
日
（日）
午
後
２

時
〜

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
入
場
料
　
無
料

▼
出
演
　
サ
ニ
ー
・
サ
イ
ド
・
サ

ウ
ン
ズ

▼
曲
目
　
「
ナ
イ
ト
＆
デ
イ
」「
モ�

ー
ニ
ン
」
ほ
か
　
ク
リ
ス
マ
ス
・

ソ
ン
グ
な
ど

み
ど
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
〜
夕
べ

の
調
べ
〜
《
オ
ー
ボ
エ
》

　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

員
が
オ
ー
ボ
エ
の
魅
力
を
お
伝

え
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１２
月
２０
日
（月）
午
後
７

時
〜

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料

▼
曲
目
　
Ｊ．
Ｓ．
バ
ッ
ハ
／
主
よ
、

人
の
望
み
の
喜
び
よ
　
パ
ス
ク
ッ

リ
／
歌
劇
「
フ
ァ
ヴ
ォ
リ
ー
タ
」

の
主
題
に
よ
る
協
奏
曲
　
ほ
か

▼
演
奏
　
オ
ー
ボ
エ
／
安
原
太

武
郎
（
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響

楽
団
）、ピ
ア
ノ
／
萩
元
聡
一

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

み
ど
り
の
家（
　
６
６
‐６
７
０

０
）

●
こ
こ
ろ
の
居
場
所
「
あ

　
み
〜
ご
」
ク
リ
ス
マ
ス

　
会

　
心
の
病
を
持
っ
た
人
た
ち
が

気
軽
に
訪
れ
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
場

で
す
。

　
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒

に
、食
事
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

な
が
ら
、楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

　
初
め
て
の
人
も
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１２
月
１７
日
（金）
午
前
１１

時
３０
分
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３
階
視
聴
覚
室

▼
参
加
費
　
１
人
２
０
０
円

▼
申
込
方
法
　
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
協
力
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
か
ざ
ぐ
る
ま

▼
問
合
先
　
米
本（
　
３
７
‐６

０
６
６)
ま
た
は
青
木
（
　
６
６

‐６
８
３
９
）

て
ら
だ

や
す
は
ら
た

は
ぎ
も
と
そ
う
い
ち

ぶ

ろ

う

ふ
み
ひ
と

よ
し
お
か
ひ
で
か
ず

こ

な
か

の

え

ま

も
と
は
し
ゆ
う

さ
か
き
ば
ら
と
し
の
ぶ
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●
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

　
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
岩
倉

駅
東
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
０

▼
と
き
　
１２
月
２５
日
（土）
午
後
４

時
開
演（
午
後
３
時
３０
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ジ
オ
１

▼
特
別
出
演
　
加
地
早
苗
（
オ

ペ
ラ
歌
手
。
岩
倉
市
出
身
・
イ
タ

リ
ア
ミ
ラ
ノ
在
住
）

▼
出
演
　
ア
フ
ェ
ッ
ト
、い
わ
く

ら
少
年
少
女
合
唱
団
、岩
倉
プ
ッ

ペ▼
曲
目
　
き
よ
し
こ
の
夜
、ア
ヴ

ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ
ス
、ジ
ン

グ
ル
ベ
ル
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

▼
主
催
　
音
楽
連
盟

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８

１
９
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
　
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト

▼
と
き
　
１２
月
２５
日
（土）
午
後
５

時
〜
７
時

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
駅
東
「
人
の

駅
い
わ
く
ら
」

▼
内
容

　
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽

選
会

　
ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い

　
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
い
た
だ
い
た
人
に
無
料
で
プ

レ
ゼ
ン
ト（
先
着
順
）し
ま
す
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
当
日
「
人

の
駅
い
わ
く
ら
」
で
も
記
入
で

き
ま
す
。

▼
主
催
　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

実
行
委
員
会

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８

１
２
）

※
な
お
、当
日
は
「
人
の
駅
い
わ

く
ら
」
の
協
力
店
で
使
用
で
き

る
お
得
な
チ
ケ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
「
人
の
駅
い
わ
く

ら
」（
　
３
７
‐８
７
９
９
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し

　
会

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
お

は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１２
月
１８
日
（土）
午
後
３

時
〜
３
時
４５
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
視
聴

覚
室

▼
出
演
　
岩
倉
市
図
書
館
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お
は
な

し
会
」

▼
内
容
　
大
型
紙
芝
居
・
大
型

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、手
遊
び

歌
な
ど

▼
問
合
先
　
図
書
館（
　
３
７
‐

６
８
０
４
）

市民スペース
市役所市民ギャラリー・ミニステージ情報
生涯学習センターギャラリー情報
●市民ギャラリー
【人権を理解する作品コンクール】

　とき　１２月１日（水）～１０日（金）（最終日は午後５時まで）

　問合先　市民窓口課（　３８－５８０７）

【岩倉絵画協会展】

　とき　１２月１３日（月）～１９日（日）（最終日は午後４時まで）

　問合先　横井（　３７－０６６５）

【平和のための戦争展】

　とき　１２月２０日（月）～２６日（日）（最終日は午後６時まで）

　問合先　横江（　６６－７９２０）

●ミニステージ
【小さな小さな音楽会】

　とき　１２月１８日（土）午後２時～３時３０分

　問合先　箏曲菊温会「土曜の会」菊一（　３７－１８０８）

●生涯学習センターギャラリー
【絵画同好会作品発表展】

　とき　１２月６日（月）午前９時３０分～１３日（月）午後６時

　問合先　丹羽（　６６－３３３５）

【生涯学習講座「デジタルカメラを楽しむ」受講生作品展】

　とき　１２月１６日（木）午前９時～２２日（水）午後４時

　問合先　生涯学習センター（　３８－０１００）

12

か

ち
　

さ

な

え
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●
平
成
２３
年
岩
倉
市
民
の

　
新
年
を
祝
う
会

　
岩
倉
市
民
の
新
年
を
祝
う
会

実
行
委
員
会
で
は
、多
く
の
市

民
の
方
々
を
対
象
に
「
岩
倉
市

民
の
新
年
を
祝
う
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
　
平
成
２３
年
１
月
４
日

（火）
午
前
１０
時
〜
（
受
付
午
前
９

時
３０
分
）

▼
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
・
研
修
室

▼
会
費
　
１
人
５
０
０
円
（
当

日
徴
収
、小
学
生
以
下
無
料
）

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤

の
人

▼
定
員
　
３
０
０
人
程
度

▼
申
込
期
限
　
１２
月
２２
日
（水）

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
青
年

会
議
所
担
当 

間
瀬（
　
３
７
‐

５
７
６
７ 

FAX
３
７
‐５
７
７
１
）

●
人
権
研
修
会

　
世
界
人
権
宣
言
に
は
「
す
べ

て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
自
由
で
あ
り
か
つ
、
尊

厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で

あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、現
実
に
は
私
た
ち
の

身
の
ま
わ
り
に
は
、女
性
、子
ど

も
、障
害
者
、高
齢
者
、外
国
人

や
同
和
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
が
あ
り
、差
別
や
偏

見
に
よ
り
不
当
に
人
権
を
侵
し

た
り
侵
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
し
、

人
権
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

人
権
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
　
１２
月
１５
日
（水）
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会

議
室

▼
テ
ー
マ
　
子
ど
も
の
人
権
に

つ
い
て

▼
講
師
　
井
上
祐
介
さ
ん
（
弁

護
士
）

▼
入
場
　
無
料

▼
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
福
祉

グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
０
９
）

●
愛
知
県
知
事
選
挙
事
務

　
臨
時
職
員

　
愛
知
県
知
事
選
挙
が
平
成
２３

年
２
月
６
日
（日）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、選
挙
事
務
に
従
事
す
る
臨

時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

　
投
票
事
務
臨
時
職
員

▼
募
集
人
数
　
４５
人
（
各
投
票

所
３
〜
４
人
）

▼
勤
務
日
　
平
成
２３
年
２
月
６

日
（日）
▼
勤
務
時
間
　
午
前
６
時
３０
分

〜
午
後
８
時
３０
分
（
半
日
勤
務

も
相
談
に
応
じ
ま
す
）

▼
勤
務
内
容
　
投
票
す
る
人
が

名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
確

認
す
る
な
ど
の
仕
事
で
す
。

▼
賃
金
　
１
時
間
１
千
円
（
８

時
間
を
超
え
る
分
は
２５
　
増
）

　
期
日
前
投
票
事
務
臨
時
職
員

▼
募
集
人
数
　
６
人

▼
勤
務
場
所
　
岩
倉
市
役
所

▼
勤
務
日
　
平
成
２３
年
１
月
２１

日
（金）
〜
２
月
５
日
（土）（
土
・
日
曜

日
も
勤
務
が
あ
り
ま
す
）

▼
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
８
時（
２
交
替
制
）

▼
勤
務
内
容
　
投
票
す
る
人
が

名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
確

認
す
る
な
ど
の
仕
事
で
す
。

▼
賃
金
　
１
時
間
８
６
０
円

　
選
挙
事
務
臨
時
職
員

▼
募
集
人
数
　
２
人

▼
勤
務
場
所
　
岩
倉
市
役
所

▼
勤
務
日
　
平
成
２３
年
１
月
１７

日
（月）
〜
２
月
７
日
（月）

▼
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

▼
勤
務
内
容
　
選
挙
事
務
を
補

助
す
る
仕
事
で
す
。

▼
賃
金
　
１
時
間
８
６
０
円

　
　
　
共
通
事
項

▼
応
募
方
法
　
履
歴
書
を
市
役

所
６
階
の
選
挙
管
理
委
員
会（
行

政
課
行
政
グ
ル
ー
プ
）へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
　
１２
月
１７
日
（金） 
▼
交
通
費
　
い
ず
れ
の
職
種
も

支
給
し
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他
　
　
と
　
は
、
事
前

に
１
時
間
程
度
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
選

挙
管
理
委
員
会
（
行
政
課
行
政

グ
ル
ー
プ
　
３
８
‐５
８
０
４
）

●
市
民
選
手
権
卓
球
大
会

　
参
加
者

　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、市

民
選
手
権
卓
球
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

募集

1

1

2

2

1

2

3

3

い
の
う
え
　
ゆ
う
す
け

パ
ー

セ
ン
ト

ご存知ですか？
　　シルバー人材センターを！

　お困りの際は…
　シルバー人材センターでは、屋内・屋外清掃、除草だけ
でなく、各種修繕、塗装等、登録会員の知識と経験を活かし
た就業をしています。「こんな仕事もお願いできるの？」と
お困りの際には、一度ご連絡ください。会員でできることが
あれば就業させていただきます。営利を目的としない公共
的、公益的な団体ですので安心です。
　会員の募集　あなたは、今、暇をもて余していませんか。
あなたの豊かな知識と経験を社会のため、誰かのために活
かしてみませんか。会員登録し、就業することを通じて、新
しい生きがいをみつけてみませんか。
　資格　市内に在住の概ね６０歳以上の人で、健康で働く
意欲のある人、シルバーの理念に賛同された人。
　申込・問合先　岩倉市シルバー人材センター（　６６－２２
２３）
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暮らしのガイド�
▼
と
き
　
１２
月
２６
日
（日）
午
前
９

時
〜

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

▼
種
目
　
男
女
別
個
人
戦

▼
試
合
方
法
　
予
選
リ
ー
グ
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
・

在
勤
で
小
学
生
以
上

▼
参
加
費
　
小
・
中
学
生
２
０
０

円
、
高
校
生
・
大
学
生
・
一
般

３
０
０
円

▼
申
込
期
限
　
１２
月
１２
日
（日）

▼
申
込
先
　
体
育
協
会
事
務
局

（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　
６
６
‐２
２
２
２
）

▼
問
合
先
　
卓
球
協
会
長
谷
川

（
　
３
７
‐６
２
０
５
）

●
市
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　
参
加
者

　
岩
倉
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は

市
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
　
平
成
２３
年
１
月
３０
日

（日）
午
前
９
時
〜

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

▼
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
１
万
円

（
代
表
者
会
議
に
持
参
）

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在

勤
の
チ
ー
ム

▼
申
込
締
切
日
　
１２
月
２６
日
（日）

▼
代
表
者
会
議
　
平
成
２３
年
１

月
２３
日
（日）
午
後
７
時
か
ら
総
合

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で

行
い
ま
す
。

※
１
チ
ー
ム
１
人
は
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
　
サ
ッ
カ
ー
協
会
フ
ッ

ト
サ
ル
事
務
局
上
野
（
FAX
６
６

‐２
４
７
９
）ま
た
は
体
育
協
会

事
務
局（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
　
６
６
‐２
２
２
２
）

▼
問
合
先
　
サ
ッ
カ
ー
協
会
田

中（
　
３
７
‐８
７
７
１
）

●
尾
北
看
護
専
門
学
校
学

　
生
　

　
尾
北
看
護
専
門
学
校
で
は
、

平
成
２３
年
４
月
入
学
（
全
日
制

３
年
課
程
）
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集（
第
３
回
生
）定
員
４０
人

▼
一
般
入
学
募
集

・
願
書
受
付
期
間
…
平
成
２３
年

１
月
５
日
(水)
〜
１７
日
（月）

・
試
験
日
…
平
成
２３
年
１
月
３１

日
（月）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
b
ih
o
k
u
k
a
n
g
o
.

a
c
.jp

▼
問
合
先
　
尾
北
看
護
専
門
学

校（
〒
４
８
０
‐０
１
４
４
丹
羽

郡
大
口
町
下
小
口
六
丁
目
１
２

２
‐２
　
９
５
‐７
０
２
２
）

●
１２
月
１
日
は
世
界
エ
イ

　
ズ
デ
ー

　
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防
止
、患
者
・

感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見

の
解
消
を
目
的
に
毎
年
１２
月
１

日
を
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
と
し

て
、エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知

識
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

▼
エ
イ
ズ
っ
て
な
に
？
　

　
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
）
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）の
感
染
に
よ
っ

て
体
の
抵
抗
力
が
低
下
し
て
し

ま
う
病
気
で
す
。
現
在
は
さ
ま

ざ
ま
な
治
療
薬
が
あ
り
、き
ち

ん
と
服
用
す
る
こ
と
で
、Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
感
染
し
て
も
、エ
イ
ズ
の
発

症
を
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
本
で
は
感
染
者
が
増
え
て

い
ま
す
　

　
日
本
で
は
、年
々
感
染
者
が

増
え
続
け
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は

約
１
万
１
千
８
０
０
人
、エ
イ
ズ

患
者
は
約
５
千
４
０
０
人
と
な
っ

て
い
ま
す（
平
成
２２
年
３
月
時
点
）

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
ど
う
や
っ
て
感
染

す
る
の
？
　

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
主
に
３
つ
の
経
路（
性

行
為
に
よ
る
感
染
・
血
液
を
介

し
て
の
感
染
・
母
親
か
ら
赤
ち
ゃ

ん
へ
の
母
子
感
染
）で
感
染
し
ま

す
。
性
行
為
の
時
に
は
、コ
ン
ド
ー

ム
を
必
ず
着
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
日
常
生
活
で
は
感

染
し
ま
せ
ん
　

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
力
が
弱
い
ウ

イ
ル
ス
で
、日
常
生
活
で
は
う
つ

り
ま
せ
ん
。
も
し
、あ
な
た
の
周

り
に
感
染
し
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
態

度
を
と
り
、周
囲
の
人
た
ち
に

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か

け
ま
し
ょ
う
。

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、仕
事

は
続
け
ら
れ
ま
す
　

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
と

分
か
っ
た
と
き
、シ
ョ
ッ
ク
と
混

乱
で
仕
事
が
続
け
ら
れ
な
い
と

思
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、仕
事
を
辞
め
る
必
要

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
を

含
め
て
生
活
を
維
持
し
つ
つ
、必

要
な
治
療
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

▼
医
療
機
関
や
保
健
所
で
Ｈ
Ｉ

Ｖ
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
保
健
所
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を

匿
名
、無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
が

体
に
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
り
で

き
る
「
抗
体
」の
有
無
で
判
定
す

る
た
め
、
感
染
の
可
能
性
の
あ

る
機
会
か
ら
お
お
む
ね
３
カ
月

以
降
に
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
エ
イ
ズ
に
関
す
る
詳
し
い
情

報
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ア
イ
チ
　
エ
イ
ズ
　
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
」
に
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/ke
n
ko
ta
is
a
ku
/a
id
s
/

▼
問
合
先
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

に
つ
い
て
は
、江
南
保
健
所
（
　

５
６
‐
２
１
５
７
）
、エ
イ
ズ
に

つ
い
て
の
相
談
は
、愛
知
県
エ
イ

ズ
情
報
セ
ン
タ
ー（
　
０
５
２
‐

９
７
２
‐９
２
０
０
）

健康
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●
妊
婦
歯
科
健
康
診
査

　
妊
娠
中
は
口
の
中
の
環
境
が

変
化
し
や
す
く
、
む
し
歯
や
歯

周
病
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
出
産
前
ま
で
に
お
口
の

状
態
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
き
　
１２
月
２７
日
（月）

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
２０
分

〜
２
時
５５
分
（
予
約
さ
れ
た
時

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
対
象
　
妊
婦

▼
定
員
　
２０
人

▼
内
容
　
歯
牙
・
歯
周
診
査
、Ｒ

Ｄ
テ
ス
ト（
む
し
歯
菌
の
検
査
）、

歯
垢
染
め
出
し
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
　
ほ
か

▼
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、

歯
ブ
ラ
シ
、コ
ッ
プ
、タ
オ
ル

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す（
電
話
可
）。

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
３
７
‐３
５
１
１
）

●
膠
原
病
患
者
の
医
療
相

　
談
会
お
よ
び
交
流
会

　
江
南
保
健
所
で
は
、膠
原
病

の
患
者
さ
ん
と
家
族
を
対
象
に

医
療
相
談
会
と
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
専
門
の
先
生
か
ら
医

療
や
生
活
に
つ
い
て
の
助
言
を

い
た
だ
き
、
同
じ
病
気
を
持
つ

患
者
家
族
同
士
で
情
報
交
換
を

し
ま
す
。

▼
と
き
　
平
成
２３
年
１
月
１２
日

（水）
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
布
袋
ふ
れ

あ
い
会
館
２
階
会
議
室
（
江
南

市
布
袋
町
東
３
５
９
　
５
５
‐

０
１
９
６
）

▼
内
容
　
医
療
相
談
会
〔
相
談

医
師
井
上
義
基
さ
ん
（
井
上
医

院
院
長
）〕、交
流
会

▼
申
込
期
限
　
１２
月
２８
日
（火） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当（
　
５
６
‐２
１

５
７
）

●
浄
化
槽
を
正
し
く
維
持

　
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
が
本
来
の
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
正
し
い
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。
適
切
に

維
持
管
理
が
行
わ
れ
な
い
と
十

分
に
機
能
し
な
く
な
る
ば
か
り

か
、水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因

と
な
り
、隣
近
所
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、次
の
注
意
を
守

り
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
は
適
正
な
量
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ト
イ
レ
の
清
掃
な
ど
に
、
浄

化
槽
の
微
生
物
の
働
き
を
妨
げ

る
強
酸
性
の
洗
剤
等
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
紙
お
む
つ
等
水
に
溶
け
に
く

い
も
の
を
浄
化
槽
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
に
雨
水
を
流
入
さ
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
の
上
部
お
よ
び
周
辺

に
、
機
能
に
障
害
の
あ
る
も
の

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
に
使
用
さ
れ
て
い
る

機
器
の
電
源
は
切
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
食
用
油
や
食
べ
残
し
等
を
直

接
浄
化
槽
に
流
す
と
、浄
化
槽

に
負
担
が
か
か
り
、故
障
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、浄
化
槽

汚
泥
に
油
分
が
混
入
し
ま
す
と
、

し
尿
処
理
施
設
で
の
処
理
が
困

難
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、飲
食
店
等
の
経
営
者
の

皆
さ
ん
に
は
、グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ

の
清
掃
に
つ
き
ま
し
て
も
定
期

的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、浄
化
槽

へ
の
油
分
が
混
入
し
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
浄
化
槽
は
、浄
化
槽
法

に
よ
り
、浄
化
槽
管
理
者
に
保

守
点
検
、清
掃
お
よ
び
法
定
検

査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
浄
化
槽
の
保
守
点
検

　
保
守
点
検
と
は
、浄
化
槽
の

点
検
、調
整
ま
た
は
、こ
れ
に
伴

う
修
理
を
す
る
作
業
で
す
。
具

体
的
に
は
ブ
ロ
ワ（
送
風
機
）や

ポ
ン
プ
の
点
検
、汚
泥
の
調
整
、

消
毒
剤
の
補
充
等
を
行
い
ま
す
。

保
守
点
検
は
浄
化
槽
法
に
基
づ

い
た
技
術
上
の
基
準
に
し
た
が
っ

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、愛
知
県
登
録
の
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
登
録
業
者
は
愛
知
県

環
境
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:

//w
w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/k

a
n
kyo
/m
izu
-ka
/m
izu
/s
e

ih
a
i/jy
o
k
a
s
o
_in
d
e
x
.h
t

m
l

）
で
検
索
す
る
か
、
愛
知
県

尾
張
県
民
事
務
所
環
境
保
全
課

（
　
０
５
２
‐９
６
１
‐７
２
１

１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
浄
化
槽
の
清
掃

　
浄
化
槽
の
清
掃
は
、浄
化
槽

内
に
生
じ
た
汚
泥
、ス
カ
ム（
浮

遊
物
）
等
の
引
き
出
し
お
よ
び

機
器
の
洗
浄
、清
掃
等
を
行
う

作
業
で
す
。
清
掃
を
行
う
回
数
は
、

年
１
回
以
上
（
全
ば
っ
気
式
の

浄
化
槽
は
６
カ
月
に
１
回
以
上
）

で
す
。
清
掃
は
、岩
倉
市
の
許
可

業
者
の
（株）
ア
イ
ホ
ク（
　
６
６
‐

２
１
１
２
）が
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
浄
化
槽
の
法
定
検
査

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、浄

化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
総
合
的
に
判
断
す
る
た
め
の

検
査
で
す
。こ
の
法
定
検
査
に
は
、

新
設
し
た
浄
化
槽
の
水
質
検
査

（
７
条
検
査
）と
年
１
回
の
定
期

検
査（
１１
条
検
査
）が
あ
り
ま
す
。

７
条
検
査
に
つ
い
て
は
、使
い
始

め
て
か
ら
３
カ
月
か
ら
８
カ
月

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

法
定
検
査
は
保
守
点
検
と
は
目

的
が
異
な
り
ま
す
か
ら
、保
守

点
検
業
者
と
委
託
契
約
し
て
い

て
も
、指
定
検
査
機
関
に
よ
る

法
定
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
法
定
検
査
に
つ
い

て
は
、愛
知
県
の
指
定
検
査
機

関
で
あ
る
（社）
愛
知
県
浄
化
槽
協

会
（
　
０
５
２
‐４
８
１
‐７
１

６
０
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

水
環
境
を
守
る
た
め
に
、浄
化

槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
０
８
）

●
１２
月
４
日
（土）
〜
１０
日
（金）

　
は
人
権
週
間
で
す

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、昭
和

1234567

こ
う
げ
ん

し
　
が

い
の
う
え
　
よ
し
き

相 談
その他



市営大山寺住宅
地デジアンテナ設置工事 （株）丸一電気工事

桜井工業（株）

関戸工業（株）

一宮測量（株）

（株）大崎工務店
岩倉支店

大興建設（株）
岩倉支店
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暮らしのガイド�
２３
年
１２
月
１０
日
に
国
際
連
合
で

採
択
さ
れ
、
１２
月
１０
日
を
「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、す
べ
て
の
加

盟
国
に
対
し
、人
権
思
想
の
啓

発
の
た
め
の
行
事
を
毎
年
実
施

す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
（
１２

月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で
）を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民

に
人
権
デ
ー
の
意
義
を
訴
え
る

と
と
も
に
人
権
意
識
の
普
及
高

揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

平
成
２２
年
度
啓
発
活
動
重
点

目
標
お
よ
び
年
間
強
調
事
項
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
各
種
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
２２
年
度
啓
発
活
動
重
点

目
標

　
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の

世
紀
〜
考
え
よ
う
相
手
の
気

持
ち
、
育
て
よ
う
思
い
や
り
の

心
〜

年
間
強
調
事
項

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う・性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め

よ
う

等
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

岩
倉
市
の
特
設
人
権
相
談

▼
と
き
　
１２
月
１０
日
(金)
午
後
１

時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
　
市
民
相
談
室
２

▼
相
談
員
　
岩
倉
市
の
人
権
擁

護
委
員
全
員

★
井
上
裕
介（
八
剱
町
）

★
鵜
飼
洋
子（
下
本
町
）

★
宮
田
浩
明（
北
島
町
）

★
大
野
代
志
子（
本
町
）

★
井
上
勇（
曽
野
町
）

街
頭
啓
発

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１２
月
１０
日

（金）・
岩
倉
駅
前
…
午
前
９
時
３０
分

〜・ピ
ア
ゴ
岩
倉
店
前
…
午
前
１０

時
〜

人
権
作
品
展

第
３７
回
「
人
権
を
理
解
す
る
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
」
名
古
屋
法
務

局
一
宮
支
局
管
内
入
賞
作
品

▼
と
き
　
１２
月
１
日
（水）
〜
１０
日

（金）▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
窓
口

グ
ル
ー
プ（
　
３
８
‐５
８
０
７
）

●
「
成
年
後
見
制
度
」
を

　
ご
存
知
で
す
か
？

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症

や
知
的
障
害
な
ど
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
人
が
、不
利
益
を

被
ら
な
い
よ
う
に
、家
庭
裁
判

所
に
申
し
立
て
を
し
て
、そ
の

人
を
援
助
し
て
く
れ
る
人
（
成

年
後
見
人
等
）を
選
ん
で
も
ら
い
、

本
人
に
代
わ
っ
て
法
律
や
生
活

面
で
支
援
で
き
る
よ
う
に
す
る

制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
で
は
、既
に

判
断
能
力
の
衰
え
が
あ
る
場
合

に
利
用
で
き
る「
法
定
後
見
制
度
」

と
、判
断
能
力
が
衰
え
る
前
に
、

あ
ら
か
じ
め
将
来
に
備
え
て
援

助
者
を
選
ら
ん
で
お
く
「
任
意

後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
成
年
後
見
人
等
が
行
う
支
援

の
例

・
悪
質
商
法
被
害
な
ど
、不
要
な

買
い
物
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き

の
契
約
の
取
り
消
し

・
家
賃
や
入
院
費
、税
金
な
ど
生

活
費
の
支
払
い

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所

時
の
契
約
な
ど

・
不
動
産
な
ど
の
財
産
管
理
・
保

管
・
処
分
、相
続
な
ど
の
手
続
き

　
申
立
先
は
、本
人
の
住
所
地

を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
で
行

い
ま
す
。

　
岩
倉
市
に
お
住
ま
い
の
人
は
、

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
一
宮
支
部（
〒

４
９
１
‐０
８
４
２
一
宮
市
公
園

通
り
４
‐１７
　
０
５
８
６
‐７
３

‐３
１
６
９
）と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー(

　
３
８
‐０
３
０
３) 

、

介
護
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ（
　

３
８
‐５
８
０
９
）

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん
せ
い
ど

い
の
う
え
　
ゆ
う
す
け

う

か

い

よ

う

こ

み

や

た

こ

う

め

い

い
の
う
え
い
さ
む

お

お

の

　

よ

し

こ

入札結果 (１０月２１日～２８日）

工事名等

配水管布設工事
（申込22-7号）

カーブミラー
設置工事

汚水枝線管渠工事
（右岸22-5工区）

北小学校地下貯留
施設導水管設置工事

測量設計業務

工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間

大山寺町前畑2番地

野寄町地内

石仏町外地内

下本町外2地内

井上町外7地内

本町地内

10/26～12/10

10/26～H23/1/7

10/26～H23/1/13

10/29～H23/3/17

10/26～12/10

11/5～H23/3/24

3,328,500

1,417,500

1,470,000

24,465,000

2,310,000

23,730,000
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　コンビニエンスストアでは、納期限後の

納税はできませんのでご注意ください。

　問合先　市民窓口課保険医療グループ

（　３８－５８０７）

国民健康保険税は
コンビニエンスストアでも
納税することができます

●
若
年
者
就
職
相
談
窓
口

　
を
開
設
し
て
い
ま
す

　
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
状
態

か
ら
の
脱
却
を
図
ろ
う
と
す
る

若
者
や
大
学
・
高
校
等
を
卒
業

後
も
未
就
職
の
状
態
に
あ
る
若

者
な
ど
が
早
期
に
就
職
で
き
る

よ
う
、
県
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る「
若
年
者
就
職
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
就
職
相
談
窓
口
の
設
置
市
、

設
置
場
所
、
申
込
先
等
　
下
表

の
と
お
り

▼
対
象
者
　
４０
歳
未
満
の
若
年

者（
大
学
、短
大
等
の
学
生
を
含

む
）お
よ
び
そ
の
家
族（
設
置
市

以
外
に
お
住
ま
い
の
人
で
も
ご

利
用
可
能
で
す
）

▼
相
談
料
　
無
料

▼
相
談
対
応
者
　
県
が
委
嘱
し

た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
専
門
分
野

の
有
資
格
者
）

▼
相
談
内
容
　
就
職
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
（
職
業
紹
介

を
除
く
）

▼
申
込
方
法
　
窓
口
開
設
日
の

一
週
間
前
（
一
週
間
前
が
祝
日
に

当
た
る
場
合
は
そ
の
直
前
の
開

庁
・
開
館
日
）ま
で
に
設
置
市
の

担
当
部
署
に
電
話
で
予
約

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/0
0
0
0
0
3
2
9
0
4
.h
tm
l

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
冬
は
、風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩

す
人
が
多
く
、献
血
者
が
減
少
し

ま
す
。

　
輸
血
用
血
液
の
安
定
的
な
確

保
の
た
め
に
、皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１２
月
１２
日
（日）

▼
と
こ
ろ
・
受
付
時
間

・
岩
倉
団
地
集
会
所
…
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分（
午
前
の
み

受
付
）

・
曽
野
町
公
会
堂
…
受
付
時
間

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分（
午

後
の
み
受
付
）

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会（
岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議

会
内
　
３
７
‐３
１
３
５
）

設置市

一宮市

清須市

春日井市

愛西市

一宮市ＳＯＨＯインキュベータ
オフィス（旧大志公民館）1階

経済部経済振興課
商工労政グループ

場所 窓口の開設
曜日 開設時間 相談時間 担当部署 電話番号

市役所内1階相談室

勤労青少年ホーム（レディヤン
かすがい）

佐織庁舎1階相談室

第１・第３
火曜日

午後１時
～４時

原則として
１人当たり
５０分

第２木曜日

第３金曜日

第３水曜日

市民環境部産業課

市民生活部勤労青
少年ホーム

経済建設部経済課
商工担当

０５６７‐２８‐７２７８

０５８６‐２８‐９１３０

０５２‐４００‐２９１１
内線１３２２

０５６８‐８５‐４１８８
（月曜日休館）

　現在、市では「都市計画マスタープラン」の策定作業を進めています。この計画をより良いものとするた
め、「都市計画マスタープラン（案）」を市役所４階都市整備課窓口および１階情報サロンに設置し、また、ホー
ムページ（アドレス裏表紙参照）に掲載しますので、ご覧いただき、皆さんのご意見をお聞かせください。　
　なお、いただいたご意見に対し個別に回答はしませんが、後日ホームページにご意見と、市の考え方を掲
載します。
　掲載・募集期間　１２月１０日（金）～平成２３年１月５日（水）
　応募方法　ホームページのパブリックコメント提出フォームからご意見をいただくか、都市整備課窓口お
よび情報サロンにある所定の用紙に必要事項を記入のうえ、持参またはファクス・メール
（toshiseibi@city.iwakura.aichi.jp）でご意見をお寄せください（所定の用紙は、ホームページからもダ
ウンロードできます）。
　掲載場所　岩倉市のホームページのほか、市役所４階都市整備課、１階情報サロンでもご覧いただけます。
　問合先　都市整備課計画グループ（　３８－５８１４）

ご意見をお聞かせください
～パブリックコメント～
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暮らしのガイド�

あ
な
ざ
わ
　
　
ま
さ
る

む
ら
か
み
　
　
り
ゅ
う

よ
し
も
と
　
　
た
か
あ
き

た
か
ば
た
け
　
　
　な

お

図
書
館

　
３
７
‐６
８
０
４

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

人気貸出図書順位
（８月～９月）

①新参者　　　　　 　（東野圭吾）

②聖女の救済　　　　 （東野圭吾）

②ガリレオの苦悩　 　（東野圭吾）

　　　　

※2位は同順位でした。

犯
罪
に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を
起

こ
さ
せ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃
さ

な
い

●
年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ

　
く
り
県
民
運
動

　
１２
月
１
日
（水）
〜
２０
日
（月） 

　
年
の
瀬
を
控
え
、あ
わ
た
だ

し
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　
忙
し
さ
で
、つ
い
カ
ギ
を
か
け

忘
れ
た
り
、お
子
さ
ん
か
ら
目

が
離
れ
た
り
と
無
防
備
な
状
態

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
気
ぜ
わ
し
い
生
活
の
ス

キ
を
狙
っ
た
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
な
く
、年
末
を
明
る

く
平
穏
に
送
り
、新
し
い
年
を

希
望
に
満
ち
て
迎
え
た
い
も
の

で
す
。

　
犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

防
犯
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
、「
で

き
る
こ
と
か
ら
ひ
と
つ
で
も
」

の
気
持
ち
で
日
常
的
に
実
践
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
さ
ら
に
、子
ど
も
の

見
守
り
活
動
、あ
い
さ
つ
・
声
か

け
の
励
行
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
、地
域
の
連
帯
を
強
く
し
、

犯
罪
者
を
寄
せ
付
け
な
い
地
域

の
目
を
作
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

▼
運
動
の
重
点

★
住
宅
・
店
舗
等
を
対
象
と
し

た
侵
入
犯
罪
の
防
止

★
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
発
生

す
る
犯
罪
の
防
止

★
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と

な
る
事
件
・
事
故
の
防
止

★
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課（
　
５
６
‐０
１
１
０
）

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
　

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル

●
年
末
の
交
通
安
全
県
民

　
運
動

　
１２
月
１
日
（水）
〜
１０
日
（金） 

　
年
末
は
、師
走
特
有
の
あ
わ

た
だ
し
さ
か
ら
運
転
者
や
歩
行

者
等
の
注
意
力
が
散
漫
と
な
り
、

交
通
事
故
が
起
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、忘
年
会
な
ど
飲
酒

の
機
会
が
増
え
、飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、こ
の
時
期
は
、一
年

を
通
じ
て
日
没
時
間
が
最
も
早

く
、夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か

け
て
、特
に
高
齢
者
が
犠
牲
と

な
る
交
通
事
故
の
多
発
も
心
配

さ
れ
ま
す
。

▼
重
点
実
施
項
目

★
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

★
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う

★
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う

★
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
よ
う

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課（
　
５
６
‐０
１
１
０
）

●
図
書
の
無
償
譲
渡
と
リ

　
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　
図
書
館
で
不
用
と
な
っ
た
図

書
を
差
し
上
げ
ま
す
。
お
渡
し

す
る
本
は
、一
般
図
書
（
児
童
図

書
を
含
む
）
と
雑
誌
で
、一
人
そ

れ
ぞ
れ
１０
点
ま
で
で
す
。

▼
と
き
　
１２
月
１８
日
（土）
・
１９
日

（日）
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
会
議

室▼
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
ま
た
は
岩
倉
市
図
書

館
の
館
外
利
用
券
を
お
持
ち
の

人
（
当
日
、氏
名
・
住
所
が
確
認

で
き
る
も
の
ま
た
は
館
外
利
用

券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

　
な
お
、図
書
館
の
出
入
口
付

近
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
本
を

自
由
に
置
い
て
い
た
だ
き
、
自

由
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。
ま
た
定
期
的
に

図
書
館
で
廃
棄
対
象
と
な
っ
た

本
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
知
的
資
源
で
あ
る
本

を
有
効
活
用
す
る
た
め
、ぜ
ひ

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
ご
活

用
く
だ
さ
い（
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

ナ
ー
に
は
本
以
外
の
Ａ
Ｖ
資
料
、

カ
タ
ロ
グ
、漫
画
、汚
損
が
激
し

い
も
の
な
ど
は
置
か
な
い
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
）。

●
図
書
館
貸
出
期
間
の
変

　
更
に
つ
い
て

　
図
書
館
の
年
末
業
務
は
、１２

月
２６
日
（日）
ま
で
、年
始
は
平
成

２３
年
１
月
５
日
（水）
か
ら
で
す
。

休
館
に
伴
い
、１２
月
１４
日
（火）
か

ら
２６
日
（日）
ま
で
の
貸
出
期
間
を

変
更
し
ま
す
。

▼
貸
出
期
間
　
「
１５
日
間
」
を
「

２３
日
間
」
以
内
に
変
更

▼
問
合
先
　
図
書
館（
　
３
７-

６
８
０
４
）

新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
新
着
図
書

★
ま
た
ね
、富
士
丸
。

穴
澤
　
賢
　
著

★
歌
う
ク
ジ
ラ
上
・
下

村
上
　
龍
　
著

児
童
新
着
図
書

★
ひ
と
り　

　
　
吉
本
　
隆
明
　
著

★
ク
リ
ス
マ
ス
の
き
せ
き

高
畠
　
那
生
　
作
・
絵

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い
て

は
、図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
貸
出
中
の
図
書
の
予
約
が
で

き
ま
す
）。



市 民 相 談
市民相談室（　　　　　 ）38ー5822

37ー7867

お気軽にご相談ください

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気軽にご相談ください。
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。

　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。
　とき　毎週月曜日午前10時～午後4時（祝日、振替休日を除く）

●心の相談電話
み な 　 　な や む な

■一般・消費生活相談
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く）
午前９時～午後４時
■消費生活専門相談
毎週火曜日午前９時～正午
■税務相談
１２月２日（木）午後１時～４時
■母子・寡婦就業相談
１２月３日（金）午前１０時～午後３時３０分
■登記相談
１２月８日（水）午後１時～４時
■不動産相談
１２月９日（木）午後１時～４時
■人権相談
１２月１０日（金）午後１時～４時

■行政相談
１２月１０日（金）午後１時～４時
■法律相談（予約制…定員各６人）
１２月１４日（火）、２２日（水）
午後１時～４時
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受
け付けます（先着順、電話可）。
■総合福祉相談
１２月１７日（金）午後１時～４時
★身体障害者相談　　
★戦没者遺族相談
■女性相談
１２月２１日（火）午前１０時～午後３時３０分

22平成22年12月1日

●
多
重
債
務
者
相
談

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た
の

会
」
に
よ
る
多
重
債
務
者
の
た
め
の
生

活
再
建
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で（
１２
月
１６
日
、平
成

２３
年
１
月
２０
日
、２
月
１７
日
）。

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
」
の
司
法
書
士
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▼
主
な
相
談
内
容
　

ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
返
済
問
題
解
決
、

借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援
、

ヤ
ミ
金
な
ど

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の
借
入

の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

相
談
に
よ
る
家
族
、個
人
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
予
約
・
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
　
０
８
０
‐３
２
８
９
‐７
７

０
４
）

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消

費生活のために不用品データバンクをご活用ください。

なお、物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。

登録物品（１１月12日現在)
　譲ります(有償)　 チャイルドシート

　あげます(無償)　 ベビーベッド、ダイニングテーブルセッ

ト、階段設置用ドア、ベビーチェア、ベビーカー、マッサージチェ

ア

　求めます　岩倉中学校女子制服、岩倉北小学校体操服、

子供服（男児用）、セイシン体操教室体操服（男児用）、レゴ、

プラレール、ノートパソコン、岩倉南小学校体操服

岩倉市ホームページ(アドレス裏表紙参照)でも確認できます。

　問合先　商工農政課商工観光グループ（　３８－５８１２）　

★不用品データバンク★



暮らしのガイド�
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ポルトガル語情報コーナー
ご　 じょう　ほう�

A transmissão analógica de televisão terminara no dia 24 de julho de 2011 , 
sendo totalmente transferido para transmissão digital.

2011年7月24日までにアナログテレビ放送が終了し、デジタル放送に完全移行
No ano 2001 (H13) na reformulação das ondas eletromagnéticas foi definido o término 
da transmissão analógica no prazo de 10 anos. Como todos sabem, o vencimento do 
prazo é no dia 24 de julho de 2011 (H23).

As pessoas que atualmente 
utilizam o televisor analógico, 
caso comprem o televisor digital 
de trasmissão terrestre e via 
satélite  poderá assistir e desfrutar 
da qualidade dos programas de 
alta definição,  etc.
Detalhes verifique nas lojas de 
venda,  pois dependendo do 
televisor pode haver diferença da 
função, caractéristica, etc.

Se continuar utilizando a TV 
analógica sera necessário comprar 
um conversor digital.
Dependendo do conversor digital, 
pode ocorrer de não poder utilizar 
uma parte das funções digital não 
podendo desfrutar das imagens de 
alta definição - HDTV.

Outros meios de assitir é 
inscrever-se nos programas de TV 
a cabo, instalando a antena  
individual, etc.
Incluindo a transmissão digital 
podera assistir uma variedade de 
canais, mas tera que pagar uma 
taxa de utilização, etc.
Maiores informações verifique 
nas empresas de TV a cabo.

Compra  e troca de
 televisores. Assistir pela TV a cabo.

Acrescentar a compra 
do conversor digital

Centro de Consulta de Transmissão e Recepção Digital Terrestre e via Satélite 
(Chijo Degitaru Terebision Hoso Jushin Sodan Center) 
Tel:  0570-07-0101
(seg à sex : 9:00～21:00  -  sab, dom e feriados : 9:00～18:00)
※Em casos de telefone IP   Tel 03-4334-1111
Centro de Auxilio aos Receptores de TV da Província de Aichi 
(Aichi-ken Terebi Jushinsha Shien Center)
Suporte de Trasmissão e Recepção Digital de Aichi (Dedisapo Aichi)
Tel:  052-955-5811
(Seg à sex  10:00～18:00)

ねん� がつ� にち� ほ う そ う � か ん ぜ ん  い こ う �ほ う そ う �しゅうりょう�

Dia da coleta do lixo reciclável
分別収集
03/12 (sex) ・Sono Cho・Inari Cho・Taisanji Cho・
Taisanjimoto Machi・Taisanjihon Machi・Gojo 
Cho・Daiichiba Cho
07/12(ter) ・Yatsurugi Cho・Inoue Cho・Kamino 
Cho・Ishibotoke Cho
10/12 (sex) ・Higashishin Machi (Iwakuradanchi)
14/12 (ter) ・ Daichi Cho・Daichishin Machi・Chuo 
Cho・Minamishin Machi・Kawai Cho・Kitajima 
Cho・Noyori Cho

Dia da coleta de papel velho e roupa 
usada 
古紙と古着の日
03/12 (sex)  ・Shimohon Machi・Showa Cho・Asahi 
Machi・Sakae Machi 2 Chome・Shinyanagi Cho
07/12(ter) ・Nakahon Machi・Higashi Machi・
Nakano Cho・Suzui Cho
11/12 (sab) ・Higashishin Machi (Iwakuradanchi)
14/12 (ter)・Izumi Cho Saichi Cho Hon Machi 
Miyamae Cho Sakaemachi1 Chome

●                 (　38-5807)
　  Disponível intérprete em português

こ し �

ぶんべ つしゅうしゅう�

ふ る ぎ � ひ �
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こんにちは、私たちは｢認知症ケアアドバイザー｣です

エコにお掃除�
　お店で売っている掃除用品も確かに便利ですが、そういった掃除用品を自分で作ってみてはいかがでしょ

う。家にもある重曹やスーパー等で買えるクエン酸を使って手作りする洗剤は環境への負担も少なく手軽に

作ることができます。�

重曹を１５ｇ�
（クエン酸は５ｇ）用意
する�

ハンドスプレー
等に入れて使
用してください。�

適量の水に溶かす
（重曹は３００ｃｃ、ク
エン酸は２００ｃｃ）。�

　重曹で作った洗剤は、油汚れを含んだ外装部の掃除に効果を発揮します。外壁や扉など油を含んだ空気

にさらされて頑固な汚れが付着してしまっている場所に使いましょう。�

　クエン酸で作った洗剤は水垢等のぬめりに効果を発揮します。ただし金属製の風呂釜やシンクはさびてし

まう恐れがあるので使用をひかえるようにしましょう。�

※大理石などは溶けてしまうので絶対に使用しないでください。�

　前回に引き続き、「認知症安心メモ」の内容をご紹介します。�

●認知症を正しく理解していますか
　認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です。ただの物忘れではありません。�

　しかし、認知症になると何もできない、何も分からなくなってしまうということではありません。その人らしさ

や感情はずっと保たれています。�

�

　周囲の関わり方がカギとなります
　認知症によって起こる記憶障害や、

見当識障害（時間や場所、人がわから

なくなること）は、「中核症状」といい、そ

れ自体をなくすことはできません。しかし、

認知症の問題行動である徘徊、興奮、

暴力などの「周辺症状」は、まわりの関

わり方や環境に影響され、適切な対応

により本人が安心できると、症状の多く

が軽減されます。�

●問合先　介護福祉課福祉グループ�
　　　　　（　３８－５８09）まで。�

手作り洗剤の作り方

は い か い �

あ か �



平成22年12月1日25

広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先　秘書課広報広聴グループ（　38-5802）まで�

　１０月３１日～１１月３日に市民文化祭が、１０月３１日に市民音楽祭が総

合体育文化センターで行われました。�

　市民文化祭では美術展や児童・生徒の作品、生花、盆栽、市内のサー

クル活動の成果などが展示され、市民音楽祭では市内の音楽愛好家

が一堂に会し多様なジャンルの音楽が演奏されました。会場を訪れ

た人は市民の身近な芸術に触れました。�

�

ポ
ー
ツ
の
秋

ス
第
９
回
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
岩
倉
大
会
�

子で仲良く親
親子魚つり教室２０１０�

術に触れる
市民文化祭・市民音楽祭�

　１０月２４日、野寄テニスコートで車いすテニス大会が

行われ、４８人の皆さんが参加しました。�

　試合は、ニューミックステニス（車いす選手と健常者

のペア）で行われ、お互いに声を掛け合いながら、気持

ちの良い汗を流し、スポーツの秋を満喫していました。�

　１０月２４日、南部中学校近辺の五条川流域で親子魚つり教室２０１０

が行われ１６６人の皆さんが参加しました。�

　参加した皆さんは、なかなか釣り針にえさを付けることのでき

ない子どもにお父さんが手伝ってあげたりして和気あいあいとし

た雰囲気で、のんびりと釣りを楽しんでいました。�

芸



木�

金�

月�

火�

水�

土�
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水�

土�

日�

木�

金�

1
2
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5
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7

8
9
10
11
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13

水�15

火�14

★健康チェックの日
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大
山寺本町・五条町・大市場町
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新
柳町

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

★離乳食教室　★１歳６カ月児健康診査
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

★母子健康手帳の交付

　休日急病診療（植田豊一　岩倉眼科）
※市役所市民スペースはお休みです。

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回

★２歳６カ月児親子歯科健康診査
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・
北島町・野寄町
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一
丁目

★健康チェックの日
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地）

★母子健康手帳の交付

　休日急病診療（伊藤乙彦　伊藤外科）

★４カ月児健康診査・BCG
分別収集／東新町（岩倉団地）

12月

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、
変更する場合があります。
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を
午後７時まで延長しています。

岩倉市の人口／48,615人（－12人）

●毎月2回 1日・15日発行

●岩倉市ホームページアドレス

　http://www.city.iwakura.aichi.jp/

●岩倉市Eメールアドレス（代表）

　koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

●編集／総務部秘書課広報広聴グループ

●発行／岩倉市役所

　〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地

　　０５８７-６６-１１１１（代表）　FAX０５８７-６６-６１００

世帯数／20,637世帯（＋8世帯）

（11月1日現在、（ ）内は前月1日現在との比較）�

男性／24,173人（＋　8人）�

女性／24,442人（－20人）�

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使
用しています

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。

電話番号案内
●戸籍・住民票・印鑑登録・国民健康保険・後期高齢者�
　医療　等�
　市民窓口課（　0587-38-5807）
●ごみの収集・処理、犬・猫などペットの死体処理、公害、�
　環境保全　等�
　環境保全課（　0587-38-5808）
●保育園、児童福祉、子ども手当　等�
　児童家庭課（　0587-38-5810）

救急医療情報センター
　　0586-72-1133

休日急病診療所（日曜日・祝日）
　0587-66-4708
受付　  9：00～11：30
　　　13：00～16：30

小児救急外来
江南厚生病院内（こども救急診察室）
　0587-51-3333
○日曜日・祝日・第2・4・5土曜日
　受付　　8：30～16：30
○第1・3土曜日
　受付　12：20～16：30

愛知県小児救急電話相談
　♯8000
　052-263-9909
○土・日曜日・祝日・年末年始
　受付　19：00～23：00

消防テレホンサービス
　　0587-38-3119

VOC成分ゼロ

Departamento de Informa oes (23)

　御土井公園は、稲荷町羽根の名鉄犬山線沿いにあ
ります。�
　この公園には、木製遊具やコンビネーション遊具など
が公園西側にあり、東側には大きな広場が設けてあり
ます。�

御土井公園�15

いわくら�
公園ガイド�
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